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目的 基底細胞癌における Mohs 法後の再発危険因子を同定し、リスクグループを設

定する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 米国の 1 大学病院 
対象者 基底細胞癌 2960 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 性別、年齢、腫瘍径、部位、Mohs 法のステージ数、前治療の 6 因子を説明変

数、5 年再発の有無を目的変数として、単変量解析と多変量解析（重回帰分析）

を施行。 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 5 年再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

症例全体の 5 年再発率は 2.6％であった。単変量解析（カイ二乗検定）では 6
因子のいずれも再発との有意な関連を認めた。これら 6 因子を共変量として重

回帰分析を施行し、得られた偏回帰係数を再発指標スコアとして算出。合計の

スコアにより、‘リスクなし’‘低リスク’‘標準リスク’‘高リスク’までの 4
段階のリスクグループを設定し、それぞれの再発率は 0、0.7、2.6、10%（平

均の４倍）であった。 

結論 

再発の高リスクグループの症例については、さらに広範囲の切除と十分なフォ

ローアップが必要。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
症例数が多いために、6 因子の中でも腫瘍径、発生部位などもカテゴリーが細

かく分けられている。しかし本邦では Mohs 法自体はほとんど行われていない

ので、この 6 因子によるリスクグループ分類をそのまま持ち込むことは困難か

もしれない。 
 

 


